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特徴やPRポイント

熊谷市コミュニティひろば（熊谷市本町二丁目）

平成２８年１０月１６日（日）午前１０時から午後３時まで

主催者　ニャオざねまつり実行委員会　会長　橋本　弘
後援　熊谷市

記者クラブ取材情報
熊谷市

事業の名称等

（目的）
　市民活動団体同士の交流・連携を図るとともに、市民活動団体の活動内容を体験・展示・発表すること
で、市民の皆様に市民活動団体を知っていただき、市民活動に参加するきっかけにつなげることを目的と
している。
（内容）
　市民活動支援センターの登録団体等が開催する市民活動団体のお祭り。福祉や環境など様々な分野の団
体が３５ブースを出展し、活動写真等のパネル展示や布ぞうり等の手作り品の販売をするとともに、ス
テージではよさこいやダンス等の日頃の成果発表を行う。大抽選会やじゃんけん大会等を実施し、市民活
動体験コーナーも設ける。
（経過）
　実行委員会では会長を中心に、ニャオざねまつりに参加する４３団体が受付、広報などの各グループに
分かれ、お祭り当日に向けた準備を行ってきた。当日も実行委員会が主催として運営を行う。
（影響・効果）
　市民活動団体が手作りでお祭りを行うことから、市民活動団体の企画力や実行力が向上する。また、市
民活動団体同士及び市民活動団体と市民のつながりを作るきっかけになる。

　今回のニャオざねまつりでは新たな試みとし、近年多発している自然災害を受けて、被災者や弱
者にやさしい内容やエコをテーマにした展示、ワークショップ等を行う特設ブースを設置する。併
せて、国土交通省の「自然災害体験車」をお呼びし、来場者に立体映像（３D）による土石流を体験
していただき、災害の恐ろしさと避難の重要性を実感していただく。
　昨年同様に市民活動団体制作のニャオざねまつりテーマソング「ニャオざねが行く」に合わせ
て、会場全員でのダンスも行う。ステージ上の振付担当の方とニャオざねを手本にし、会場の気持
ちを一つにする。
　また、福島県復興支援の一環として、福島の魅力と今を届ける移動販売車「キビタン号」もブー
ス出店として参加する。福島県産の桃をクリームに使用したフルーツシューを販売予定である。そ
のほか、熊谷市を本拠地とする武蔵ヒートベアーズのチアリーダー「ハニービーズ」も参加する。
ダンスパフォーマンスを行う予定である。
 今までは別会場で開催されていた星川通りのあおぞら市も今回は特別に、ニャオざねまつりに合わ
せてコミュニティひろばで同時開催される。隣の会場では「くま辛」も開催される。

三友・中村

第９回ニャオざねまつり

平成28年9月27日発表

担当課：市民活動推進課
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